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■点字ティスプレイブレイルノートブレイルメモ
触読（読み）と点字入力（巴き）のできるKGSの点字ディスプレイ(BN46X、BM16)は、これまでの不便な点
字利用環境からの脱却を促進し、点字利用の便利さ、有効性を再認識させ、点字文化をダイナミックに継承発

展させる情報管理機器として、多くの点字利用者に普及しています。思考するときに大切な読む（触読）巴く（

点字入力）ことを支援する網集機能（訂正、巴き込み、削除、並べ替え、検索等）がより充実し、計算のための電

卓機能、時計、アラーム、カウントダウン・タイマー、ストッブウオッチ機能、カレンダー、スケジュール帳機能に

より日常生活・身の回りの情報管理に、点字利用者必携の機器となりました。さらにバソコンとの接続による点

字ディスプレイ機能は、霜子メールの送受信（即時に意思伝達）等に欠かせないものとなり、点字情報の有料雹

子配信（点字毎日、視党障害（視党障害者支援総合センター刊）等）に対応しており、点字プリンタに直接接続し

ての点字印刷もできます。携帯に便利なキャリングケース（別売）もあります。

＇しUn“’‘ヨ出MHしけ、991
KGSの点字技術を集大成したスマートかつハイエンドな

点字ディスプレイ 8点46マス、6MB、沼脱式パッテリー
バソコンが不困手でも、商単に使え、
場所も選ばす、使い方自由自在 j 

ド： ： 

8点16マス、2MB、パッテリー内蔵 ユ

有料勾子配信用には
BM16-SEをこ指定ください
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32X48ドット、点問2.4mmのファインピッチで構成され、よ
嘩細な点図を
表現できる世界最先端の

点図ディスプレ｀：

浮加烈焚函諏税込）

バソコン上のあらゆる画面情報を瞬時に表示し、指先から
掌で認犀舌用できる新触党時代を創造する点図ディスプ
レイです。「ドットピュー」は、マトリックス状に配団された
触知ピンがアップ／ダウンして表示される点図表示部が高
速にリフレッシュされるので、スクロールや拡大／縮小な
どの操作も思いのままです。静止画（図形、グラフ表示、地
図等）、漢字はもちろん動画（ゲーム等）、点字も含めたマ
ルチ表示があらゆる場面で自由自在ですから、図形情報
アクセスに新たなる可能性を開きます。
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点問3mmビッチ表示部の
標準型点図ディスプレイ

‘`•Jコンの 闊形零冒 ■字（一戴文字）零冨
艤作支11ツールとして ツールとして ツールとして

●曇触鵡 アミューズメント

ツールとして 分”への応

l、1|l l' ¥ I I ;:¥ 9'‘’’'応順．＇••\`、 IIIIIIII薗111i
11/lll/lllllllillli!¥¥¥ 

口 -'閂匠9 -団
r,;'!11[,..,, 叫ベ4` ｀匹互



回 タスキン研修生

感謝のうちに帰国

従来、海外交流といえば、アメリカ、ヨーロッパなどの先進

諸国の視覚障害者と交流することが多かった。しかし、この数

年来、アジア・太平洋地域の国々の視覚障害者との交流が盛ん

になってきた。「ダスキン・アジア太平洋障害者リーダー育成事

業」の第 5期研修生として来日した中国・タイ・ネパールの視

覚障害者 3人が約10カ月の研修を終え、この 7月に帰国した。

研修内容を含め、今後の海外交流のあり方を考える意味で、今

回、帰国前に彼らに率直な意見を聞いてみた。 （編集部）

司会：こんにちは。まず始めに、皆さんはダスキンの研修生と

して日本に来られたのですが、この研修に応募されたときの動

機を含めて自己紹介をして下さい。

殷楠：私は、中国の天津市からきました

耐裔と申します。弱視で、天津市で按摩・

マッサージの仕事をしています。天津の

青木陽子先生から日本語を教わっている

ときに、この研修制度のことを聞きまし

た。日本のことについて、いつも関心を

もっていたので、日本のことを勉強する

のにこのプログラムはとてもよい機会だと思って応募しまし

た。
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カマル：私は、カマル・ラミチャネといいます。ネパールのカ

トマンズからきました。全国ネパール障害者協会で会長をして

います。 2年ほど前、大阪で開かれたブ

ラインド・サミットに参加したときに、

ダスキンのプログラムを知りました。

ァップル：私は、ナンタヌット・スワン

ナウットといいま

す。丸顔で、顔が

赤いので、みんながアップルといいます。

以前、カトリック障害者連絡協議会の「自

立生活プログラム」で 1カ月ほど日本に

滞在したことが日本に興味をもつきっか

けになりました。

語学研修に熱中

司会：日本にきてから、言葉も分からないし、文化も違うので、

随分苦労したのではないでしょうか。

殷楠：家を離れて生活した経験がない僕にとって、日本に来る

前はとても不安でした。で、日本で研修を受けるのに、「日本語

が話せない！」ということは大変なバリアだと思ったので、日

本に来る前、青木陽子先生について一生懸命勉強しました。お

陰で、あのときは研修生の中でも一番できたかも知れませんけ

ど、今は他の研修生の方が上手です。（笑い）

ァップル：最初の 3カ月は、日本語を勉強するため小さな語学

学校にいるようでした。午前中は、ボキャブラリーや文法を習

いました。午後は、日本語点字のクラスとコンピュータのクラ
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スがありました。日本語の点字の読み書き学習は、ちょっと難

しかったですが、点字を勉強したお陰で、駅で切符を買うとき

など役に立ちました。コンピュータのクラスは、専門的な日本

語なので、 1つ 1つの単語についていくのがとても難しかった

です。

カマル：私も最初は、日本語がとても難しかったです。でも、

研修の終わり頃に行なわれた点字による試験では400点満点中

327点を取りました。嬉しかったですね。コンピュータの日本

語は本当に難しかったです。もともとコンピュータの言語は英

語なので、英語で使い方を教えてもらったら、もっと効率よく

覚えられたと思います。でも、日本に来て初めてコンピュータ

に触ったので、どれだけできたか分かりませんけど。（笑い）

司会：日本のあちこちへ出かけて、いろいろと勉強したと思う

のですが。

殷楠：個別研修で、日本の盲学校の教育システムについて勉強

しました。長崎盲学校で 3週間理療科の授業に参加することが

できました。これは、自分の専門が按摩・マッサージなので大

変興味がありました。また、点字出版とDAISYなどITの基礎的

技術の勉強もしました。とても面白かったです。中国では点字

出版物や音声図書はまだ少ないし、視覚障害者のパソコン教育

やネットワークは整備されていません。点字印刷・校正・製版、

それにWord・ Excelの使い方など、桜雲会で勉強させてもらいま

したが、この経験は今後大変役に立つと思います。また研修生

としてだけでなく、点字出版部の職員と一緒に仕事をして、サ

ラリーマンのような経験をしたことも良い思い出になりまし

た。本当はこのまま日本で働きたいような気持ちです。（笑い）
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アップル：数々の団体や障害者協会を訪問し、日本の社会福祉

制度についてたくさん勉強しました。例えば、視覚障害の子ど

もたちが通う学校の寄宿舎や、在宅ケアの援助、それに以前か

ら興味をもっていたガイドヘルパーの現状を知ることができま

した。日本の視覚障害者は、ガイドさんがいるので幸せだと思

いました。

カマル：福岡では、コンピュータを使ってインターネットや、

Eメール、 Word、Excel、ボイスチャットなど、コンピュータの

勉強は難しいと思っていましたけど、やっている内に本当に楽

しくなりました。ネパールの兄とパソコンで話ができたのは、

忘れられません。また、浜松のウイズで自分の白杖を作りまし

た。よい記念品になりました。

殷楠：リハピリテーション協会などでDAISYを勉強し、自分の

パソコンでDAISY録音やデータの編集ができるようになり本当

に嬉しかったです！

肌で理解する日本文化

司会：研修だけではなく、日本のどんなところに興味をもちま

したか。

カマル：江戸東京博物館や、国立民族学博物館の見学に行き、

日本に長い歴史があることを知り、大変興味をもちました。

殷楠：子どもの時から水泳をやってみたいと思っていました。

それが、日本にきて、少し泳げるようになって嬉しいです。

ァップル ：新潟で、生まれて初めて本物の雪に触りました。こ

れまでこんなに寒い所へ行ったことがありませんでした。私は、

いつでもどこでも眠ることができる人間ですが、夜は寒くて眠
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



次号 (2004年10月 No.197) 予告

特集英国における触図作成機関

その組織と作成の概要◎大内 進・渡辺哲也

ルポ 点字英字月刊誌「天白ニュープレイル」に終止符

ー一点字文化を世界へ発信し続けた寺西勇二さん ◎水谷 昌史

先達に学び業績を知る 日本盲人社会史学の開拓者 故・加藤康昭博士 ◎高橋智

施設レポート 盲重複障害者の一生に寄り添う

—福井県の「光道園」 ◎斯波千秋

今を走る 第2回サフラン宜・チャレンジ買受四者紹介

ITコラム 点図ディスプレイが拓く新たな世界◎鈴木 義則

表紙写真 ：第79回全日本盲学校教育研究大会（左）と第10回カナダサマーキャンプ

と文化交流（右）。 16年の全日盲研秋田大会は、 21世紀の盲学校を取り
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参加。 9日間に亘る大自然との触れ合いやカナダ盲人協会との交流か

ら、国内では成し得ない多くを実践し体感し糧を得た熱い夏となった。
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